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女子の大学入
静岡女子附範卒業治問市尋常高等小学校勤務(一カ月で休戦)第一一一臨時教員養成所(奈良女子高等附範学校付設)数学科入学河右卒業福島女子師範学校勤務(昭和九年十月まで)大阪府川間大学理 部数学科入学司リ
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阪大を受験なさったころの女子の入学はどうでしたか。
東北帝大はかなり前から女子を入れていたのです。
私がい仰附女子師
範ム化学中、問請を教えていただいた山凶ひさ江(東京女術師出，ざという方が学校をやめて東北(帝大)に入学されました。大正の終版です。その頃から漠然と進学することを考えていたように思います。昭和六年弘が奈良を卒業する時、臨教の学生を学校では就職の部倒はみてくれ
ませんでした。教師をやる義務はあるけど権利はないのだということ
70 
でした。それで前年広島文理大に入学された根本ユキさんを頼って受験のために広島へ行きました。ところが私が静岡女子師範在学中校長だった方が、その時は福島女
子部範の校長をやっていらっしゃって奈良女高繭宛に「ナカノイルカ」との電報で、父も学資を出 てやれないから就職するようにとのことで文川壮大入試はあきらめ 栴島女子師範教師をつとめて学資をつくり、一一一年半後秋ごろから受験添備のために奈良におりました。その頃奈良女向的にいらっしゃり(後に
NHK
に移られた)四本
一一じ
先生から販大もニ次募集をするらしいとのお話をき 、 恕 を卒業して
の先生、なしていらっしゃった根本ユキさんが阪大の数学
に出
z附され治水辰次郎氏に硲めて下さったので阪大も受ける気
になりました。
にいた関係もあって東北も受けるつもりでしたの
で両方 受験 のです。仙台で受験し折り返し大阪を受験しました。あとで聞いたのですが、たまたまちょうど林鶴一先生の劫手をやっていた女 人が研究室の人
と結婚するという「問題
L
をおこしたのです。ふ
fなら何ということも
ないのですが、それが林先生の逆鱗にふれて、それ以来数学科では女子は入れないという内規 できていたのだそうです。それを知らないで受験し浴ちてしまって仮大で受け入れていただいたので大阪に米ました。
ji
当時の女子の入学資格はきまっていたのですか?帝大は旧制高等学校卒業生以外は受験資格はなかったのです。
した
がって女子にはありません。
ただ学生が少なかった時二次募集するこ
とがあ 中等教員免許を持つ者が受けることができたのです。高師とか物理学校とか検定試験合格者とか。その頃新設された東京高師ときました。広島高師に併設された文理科大は高師、女高師からはすんなり入学
それで私がうけるときは阪大も二次募集をしたのです。あとからよ
その人に聞いた話だけれどもね、そのとき阪大理学部の部長は真島利行さんで仙台(東北帝大)から阪大にこられたので、奥さんも女子を入れるという意向をもっておられたことも反映して、女子も入れてもい知りませんが。いということになったと うようなことです。これはほんとかどう
昭和10年 4 月 25 日大阪毎日新[混 一この
記事を見るといかにも拡がイ γタピ、ューに応じ
たように脅かれていますが、私には何のことわ
りもなかったのです。写真は大学の方で、入学
手続の議室震に貼ったものです。ーと中野さん
阪大での生活
!入学されると女子では初めての
であり、またたった
人とい
うことで女子の設備はなかったんですね。ご不自由なことはなかったですか。全体の人数が少ないでしょう。こっちも年とってますでしょう。学生は若いですし、先生方の人数の方が多いくらいですよ。ー写真などで拝見しますと、先生方もずいぶん若いですね。創設したばかりの大学っていいものですよ。
カスがたまっていなく
てーそれに理学部は川町々たる先生方 そろっておられましたね。はじめはなんということ くすごしていましたけ ど、だんだ にょうすがわかってきました。数学教室の奥に談話室という があって先生方、がお茶などのむ部産みたいなものがあったんですが、そこでよく議論をたたかわせたりなさるのですよ。ちゃんと黒板もあって。抜
身をひっさげて居るからこわいと学生は言って ました。学外からも数学談話会というので見えていたようです。
ー中野さんははじめから数学科ですか。それはそうですが、静間女子師範、それ ら第三臨時教員養成所、これは文部省がどの科目の が りないということがおこるとその科目(数学科)だけを一クラスとる、だいたい高等師範に陀属していたょうですね。奈良が第一一一、
つまり奈良女高師(今の奈良女子大)へいきま
した。静岡の女子師範(今の務大 前身ですが)のときは、小学校教員養
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成所ですから全学科をやるんです。とくにそのころ数学に興味あるというほど もなかったですね。ちょうどそのころ京都の物恕た出て、研究室に残っていてその後部
悶女子姉範にいらっしゃった先生から、数学をやらないかとすすめられたんです。子供の時から数学は得意ではありました
でもほんとは
絵の方が好きだったのですが女師は卒業後に教訓なやる義務年限があって高等師範系にしか進学 きなかったのです。それで静岡尋常高等小学校という域内にあって静慌 は有名 小学校の校長先生が師範の卒業式に先生をさがし 来て、私が答辞を読んだりした 目立ったのでしょう、名ざしで採ったん そうですが、それが四月に赴任して、カ月にもならない時に奈良在学中の静岡女師出身 先制恥から臨教数
学科の募集があるという知らせを受けとも く受験してみるつもりで奈良へ試験を受けに行った。すぐ発表でしたから入って まった。あとからこの校長におやじがおこられたそうです。
おこられるのはあた
りまえで、 っちはまだ職業人としてのな識が部いですからね。奈良は全寮制でした。何となくきゅうくつな学校ですよ、
の
師範というものは。つまりいい教仰を育てて立派な女の人をつく なければいけませんから 学校としては仕方のないことだったん す。小さいへや(問、五人が
つのへや〉が一一一へや位ずつ
二企口、
わ
ÌJ 、
れていて舎仮に台所がついていて、食事も当悉 つくっていたん す。
そんな中できゅうくつな思いなしていましたから、
(阪大へ入って)
かえって解放 れて大変快適でした。男子の学 でもあるし、
い古品の
大やとちがって人数は少ないし。大波の きは部院を借りて
PU
炊して
いました。そのころは教練がありました。その掲示場所や日時をか
72 
いた
1が出るのですがっただし女子学生は除く」とわざわざことわっ
てありました。その時は参加しなくっていいわけです。そのあとは、昭和十二年に黒崎さん丸茂さんというこ人の女子が入ってきました。丸茂さんはふ化学中に亡くなられました。私は入学して
すぐ、大阪の住すあ りにい んですが、大学の帰途電車から降りる時略血しました。その年は七里ケ浜 療養所へ入りました。
h句、
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蜘】
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」とはなかったんですが非常に略血が多い
そのころは結核ばやりで
した。今とちがって死ぬ人が多かったのです 療養所でめきめきよくなって、
レントゲンにもあまり出なかった。静岡では何聞か略血しま
した。その後から無理のできない現出がついてしまって生ているだけです。その後も十年毎ぐらいに小さな略泌があるんです。それは、(阪大に)入ってすぐのときでした。環境がかわって順応しきれなかったんです。
の方は何ということはなかったんです。入
ったばかりですから楽しい ね もっとも誹義はむずかし けどね。誹品川執念きくわけですよ、
ほとんど準備せずにね。教科苫はないし
参考古は
かないしね。それでそれを(講義前に)勉強しとかない
とわからないしね。わからないということは(先生が)みんな有名な人ばかりだ そんなものだと友達もみん う思っていました。そんな兵合だから勉強が大変だということ はなか たんです 、結局環Kゴ旬。ザミ、お札ノふ
μ
その前は奈良にいてその前は福'品にいて、
のいいところに
ゅうゅうといたでしょ。当時でも大阪は出資気は悪かったで ょう。
ま
た
んかなどに街をとったので
にかなりのっていかなければ
ならないでしょう。それで一年休んで四月からやり直したのです。もどつできたら、雨雲先生が「君、抜大は北にあるのだから、そんな南の方に宿をとったらだめだよ、だからわるいんだ
L
といわれて笑われ
ました。それか あとは阪神間に部屋をみつけていました。何しろ教授もはじめてだし、若いし、教授をすること自体がはじめてなので、
「先生」なんて言われるのをいやがって正問先生でも
先生 よ
Jばれるのはいやだから、
みな、さんづけでいいよ」
っていう
から、みな、
Hさん。づけでした。正問先生一は一一一十歳ぐらいでした。
教室主狂は清水先生だったですね。清水辰次郎先生。あの人の方がすこし年は正問先生より上でした。正開先生、 先生 南一皆目先生、十マ阪先生でしょ。寺坂先生も大学を出て ぐ、阪大へ行くことがきまっていて、ドイツ留学ですね。留学 て私 ちが入った年、日本へ帰つていらっしゃった。だ 方は先生 はじめてした人ばかりなんです。清水先生だ て東大を出て、図書室におられて、それから阪大に主組教授でいきなりいらっしゃった。その四人が口答試問止をして、宿をどうするとか、
奈良なんだか
らこのへんは地盤なんだろうとかね。大学会}山山ても行くところはないとか。入れることはもうきめであったら い 学科試験だって何 ろ受けた人数が数学、物理、化学合わせて四五人、そのうち数学科はちょっとです 、答案だってすこしなんで、すぐわかるんです。
女子の待遇
ーそのあと一一一年で大学を卒業されて、大学に残られたのですね。
そうです。大学院という形で
年、そのころは修士とかそういうこ
とはなく、大学院つまり男の人でいえば、あとで学伎をとるのに便利
i
研究ができるということですか?
だとききましたが、それも本人次第ですよね。あとは無給副手。
そうですね。大学院だと学生ですから授業料を払うんですが副手に
なると払わなくてよく る。数 の仕事は他人に手缶ってもらうこと
ガスピルに
はないから副手でも大学院でも内容的には変ったことはありません。
クラブがあったんです。先生方は碁を打ちにいった
にいったりしょっちゅう行くんですよね。卒業式がすんで、
り
もう卒業して資格ができたからいいだろう、
いこういこうとクラスメ
昭和14'9三 2 月 26 日の数学科卒業送別会
仁I~列左の方の女性が中堅手さん、後列の背広の人が、左
より山内省三、坂田良次、三村征雄、浅野啓三、角谷
静夫、古関耕作、小松解郎の各先生、前列中央が清水
辰次郎先生。
ートの男の子達と一緒に行ったんです。そしたら、その頃は逓おは、釘曜日以外は女子は、
t土
し、
れないんです。小松醇郊先生が、しょっちゅう行ってたんですが、その時私を克つ
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けて(州予定クラブの)中から出てきて、
いいんだよとその時だけは入れ
てくれたんです、
みんなといっしょに。そしたらしばらくして夏休み、
阪大から問合せがきて、
、当〉、4μ
内じV
♂
こ\〕二、ミジ
rh
ノミ
O
I
…ノ
lJJL
カ占よノカ
入っていないと本人の資格として出入りで、ぎない。同伴で女の人を迎れてくるのは日眼目だけ、それで入りたいかと問合せがきたことを党えています。休みで山本に侃っているときでした。教授会で問題になったらしいですね、女子だから。附刀 先生ばっかりだ 問問伴者ならいいと。
そんなこともはじめての経験だから、時々変なことが起こり
ましたよ。
それで、
いいよそんなもん入らんでもっていうことで入ら
なかったんです。だからそのあと、食事なんか も
ふつうの食堂し
かないでしょ、学士クラブに入らないから。
それで寺駅先生が「いく
ら大学ばっ り女子に剖放 も批判が開放しないから食事も きな
し、
L っておこっていらしたのを覚えています。
!大学におられたのは何年までですか。終戦後までです。戦争中に数学教室が彦根に疎開しました。それで
図書を管理しなければなら くなっ 。彦根高高を借りましてね。そ
L」ト
Jm40
〉M
して 持込んで、それが最初 、彦根も危いと うことで設郷つてところの小学校の問書舘が全部金属 棚ゃなんかもね。金持 すから。それでそこの方が安全だということ 再疎開しました。くるきは大したことはなかったんです。正問先生、が日清製粉です ら見事な木箱を山のように間違して下さって 学生も大勢い から運ぶ方はよかったんです。それでとにかく投郷に運んで、内向うにいるときは大したことなかったんです。
それで戦後こっちへ帰ってくるときは
もう先生方は
のあとしまっの方が大変で大阪のガが大変だからあ
74 
とたのむっていうことで、荷造は学生も手伝ってくれたけど、汽車が動かない。私が彦根にのこって毎日のように駅に交渉して、もちろん引受ける う話はつ ているのです、が、汽車が動かないんです。それでやっと大学へ運んだわけです。寺阪先生が書物に熱心な方でした。数学は本だけだからって。こんどそれを書棚に整理する仕事も手伝わされて、けっきょく関書の係をやらされて、
一年ぐらいはやったのかな、
かな。それは戦後にな
ってからです。
でも図書の呑人では興味ないし、
いろいろ人間関係も
あってやめたんです。新都 なる前、昭和二十
にやめたんです。
だいたい生活に対 るそういう感覚がないも でゃめちゃった。数学教室に ると物思の人がき
よくいっていましたよ
ο
「数学の辿中
はいったい何してんだ、あれは、
かすみ食って生きてんだ」
って。だ
からかすみ食って生き いく修様だけはできてい ので、貧乏 昔にならない方なの。もっとも正出先生だけは別ですがね。
「僕月給袋を
」ん中へ入れといたけど，
L
ってへやにオーバーをかけであった中から
ずっと前にもらった月給袋が出で たりし ことがありました。そういうご，身分なんです。あの人は特別、ゐの人だけ ったでしょ 。
ii
阪大にそのまま残っておられたら女子の教授が生まれていたかもしれませんね。いえ、抜大はそうはいかないわ。数学の業績がないと。阪大をやめ
るときに、正問先生が「中野さん奈良へいかないか」
っていう話はあ
ったんです。奈良の教授にね。その附、岡潔が ましてね。あ は
こわいし何となく気がすすまなくておことわりしました。それで阪大を離れました。
どうもありがとうございました。昭和十年にや野さんが女子としてはじめて以大に入学のあと、戦前の女子学生は、現学部に昭和十二年二人、十五年一人、十六年一人が人学し、資料によるといずれも卒業していることが抑制…叶附される令大紋帝同大学一覧
b『大
阪大学一一十五年総』町大阪大学怒学部数学教室同窓会名簿
h)
。戦後すぐには、
本総掲載の
B阪談会「赤婦問郎先生を附んで」に舎かれているように、昭和二
十一年に一一一人(海学部二人、阪学部一人吋大阪大学一工
if九年誌
h)
が入学し
ており、昭和二十 一一年に文科系 の設限、昭和二十四年に新制施行により、少しずつ喰えていき、現夜九、 七回名の 生のうち、女子は 、
00
六名
(昭和五十八年九月一日現在)である。設も尽くから女一千入学を許可していた東北山川大の右前は吋東北大学双十年史』にくわしいので参考として次にあげ
Q
また、阪大より先に九州帝大が
女子を受け入れて たことが
九州大学双十年史
lジ)により明らかにされている
Q
通史
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一二九
J
二
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「女子の大学入学について」
大正二年五月、沢柳 総長の任をうけついだ北条が、まず行うべきは九月入学の第一一一回生募集の仕主であった。そ 第一一一凶生応募者 中には 人の〔参考〕
女子があった。帝国大学に 入学せしめた前例はなく、社論また守旧派にとっては思いもかけぬことであり、天下の視聴をあつめることとなった。すで 沢榔において潟怒され発案されたところではあっ が、北条の山封筒した最初の大仕本である。大正二年八月、理科大学第一一一聞の入尚子生のうちには、数学科
汝廿羽らく、??
レし]今中
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然的ちか、化学科
もに入学試験をうけ、成総も
sA好で、八月十六日の官報に合絡を公表せられ丹下むめ、の一一一女性がある。男子の志願者とと
たものである。このときにあたり、八月十六日東京朝日新聞は「一一一女史大学に入る」と越して大きくこのことを報じ、さらに八月二十二日これを追うようにい父'部省当事者の立臼却をたた 、
一女子と学士号、文部当局談」をかかげ
た
ο「一一一女史」大学に入ることは驚嘆すべき事件であったらしく、一一一人の経
憶や年令までを詳細に報じている。牧問、然出の二人はともに女子潟等郎総学校の卒業生で、当時は母校の助教授であり、丹下は日本女子大学校 卒業生でそ 幼数佼であった。当時高級筒学校が地加したとはいえ、女子の高等教育機関は 女潟的(お茶の水)と目白の女子大学校がおもなものであり、正式に専門学校令による のはほとんどなかった。すでに彼女等 女子の教育者と 当時段高 地位にあったのである。問……閃ちかの話によると、東北怒科大学が門戸を大仰に開放するという風評があったところ、東京医科大学の教授で 高師 も関係のあった理学博士薬川予防附士院沢井長義が、彼女らに実際にそのことを告げ、かつ仙台への遊 を励ましたので、その志が動いたのだそうである。これらの女性がふ卒業した女高師や女子大は 町 入学が指定した
専門学校でない 高等学校大学予科卒業生と同等とはみなされず 資格は山中等教員免許状所有者の点にのみあった。 こ 試験はまず♀双子」が謀せられ、それに成功 後、他の指定専門 校卒業 志願者と もに競争試験なうけた。 の結果受験した四人の女子のうち一二人が合格したの ある。時に男子合格省一一一十五名だから、その
割近い入学生が女子から出たのであ
マ心。
(しかし女子教育一般はまだ経めて低いので、この後相当長期にわたっ
て女子の入学生はとだえている。)
この相刊をうけて文部省当局はんやの設大さにおどろき、女の学士が生れる給
戦前の女子入学と大阪大学75 
来についてとまどったようである。決してこころよくは思っていなかった。八月二十二日の東京税日新防には、つぎの一記事がある。
女子と学士号
文部当局者談
今回東北理科大学の女子本科入学に関しては、沢柳氏が東北情限大学総長たりし時、前記女史等入学の下町一凶あり。当時は認尚子伎を試験し、聴講生として入学せしむべき考えなりしが、現総長に奈り一般入学試験を談せし処、成績も頗る良好なりし為め、立科に入学を許可するん引とな
L、本人に
対して及第、入学許可の憶を官報に公表せり。現行常潟大学令には女子の入学を否認する明文なきも、叩対抗上不文律により入学者は努予のみなり。一尽かく東北大学がこの不文律を絞れば、他の大学は勿論、各専門学校にも又、女子の入学を許可せぎるべからざ の止むなきに至るべきも、本問題の解決に就ては目下移議中に属せり。彼の一一一女史に対しては卒業後理学士の称号を与うるや一合や、今回 みを除外例となすべきか、はた
X
大学令の改正を行いて切らかに女子の入学をも許可
すべきか、要するに将米に関する重大問題にして、今日の処何れとも決定しおらず。当時に ける
大英断で、当局はじめ天下の耳目をおどろかしたことがよ
く分る。当時は専門学校級でさえ女子の入学を許すのは、わずかに私立のて二校だけであり、官立学校では女高師だけというのに、それ右「帝間同大学」がゆるし、
「尚子土」ともしようというのであるから、ゆゆしき一本件であっ
たのは当然で、文部当局者が除外例としようかと官隠したのは無理もない。この談によると、沢柳総長が女子総務伎な考え、北条総長が衣料入学を許したらしく受けとられるが、突はそうではなかった である。門戸開放を段初に計幽 た沢柳総長において、すでに町長科採用の窓凶あり、北条総長はそれを実行したというのが災状らしい。それはや り東京朝日新聞がその前年の大正元年十一月四日にかかげた記事によって推察されるのである。それは
「東北大学に女子を入学させる」という沢柳総長の談で、上京中の沢柳東北大川子総長が、日本のたエ
J教育について次のように語った、と記している。(摘
76 
別賞)
日本の女子高等教育機関の少いことを非難するものがあるけれども、こ
れは大間違いで、一万来高等教脊といふものは専門教育で、高等の学術技芸を授くるの験業教育なる放に、女子が男子と問機にこれを受くべきは全く問料開であ 。円以近米自したエリオットのな見もまたその巡りである。女子にして結続生活に人らんとするもの は不安であらうが、自活の必要
dある
もの は列子と同総に…均等教育
iis
険業教官討を受けるのはまことによろし
し、
。もともと引間同大学の制では女子を収容することが出米ることとなってい
る。そこで理科大学の東北に
m例年一人化学をやろうという人があるので、
これは試験を淵附した上で、忠利併に入れようと思っている。このような記引がすでに掲載されているのである。す に沢柳総長が大正
元年のうちに女子を正科に入学せしめようとする意見をもっていたことは明らかである。ここに沢柳が高等教育とはすなわち専門教育にして、これすなわち験禁教育なりといっていること、それだから女子については結婚生活に入るべきものには必要なく、独身自活の人に必要なのだといっていることは、当時の時代思想を物議る。
(可東北大学五十年史
上』九
01
九一一一ページより)
